
■
活
動
日
時
に
つ
い
て 

　
二
ヶ
月
に
一
度
の
新
聞
発
行
を
目
標
と
し

て
い
て
、
一
つ
の
新
聞
を
作
る
の
に
一
ヶ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
で
自
分
の
都
合

が
つ
く
日
に
来
て
各
々
作
業
す
る
形
に
な
り

ま
す
。
部
員
全
員
で
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
決
ま
っ
た

曜
日
は
な
い
で
す
。
基
本
的
に
は
平
日
の
放

課
後
の
み
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
は
、
四
日
市
高
校
新
聞
部

所
属
の
Ｅ
氏
。
こ
こ
か
ら
は
、
一
問
一
答
形
式
で
新
聞
部
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。


■
活
動
内
容
に
つ
い
て 

　
四
日
市
高
校
の
イ
ベ
ン
ト
や
部
活
動
に
つ
い
て
の
取
材
を

行
い
、
「
四
高
学
生
新
聞
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

年
度
や
年
度
末
に
は
、
「
入
学
号
」
「
卒
業
号
」
と
し
て
、

新
任
の
先
生
の
紹
介
や
、
卒
業
生
へ
の
先
生
か
ら
の
言
葉
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
取
材
内
容
は
部
員
同
士
の
話
し
合
い
で

決
定
し
、
自
由
度
は
高
い
で
す
。


そうだ、新聞部、入ろう
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四日市高校新聞部

　
　
「
入
部
す
る
な
ら
新
聞
部
」
　
そ
の
言
葉
の
真
偽
を
確
か

め
る
た
め
、
今
回
は
四
日
市
高
校
新
聞
部
に
、
密
着
取
材
を
行

い
、
そ
の
実
態
に
迫
っ
た
。


▲2023年度体育大会号

▼取材中の様子

■
活
動
場
所
に
つ
い
て 

　
二
号
館
三
階
に
あ
る
ゼ
ミ
室
を
、
英
語
部

と
共
同
で
使
っ
て
い
ま
す
。


▲部室の様子

■
部
員
に
つ
い
て 

　
現
在
ニ
〇
ニ
三
年
度
時
点
で
は
、
二
年
生

二
人
、
一
年
生
一
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

全
員
が
他
部
活
と
兼
部
し
て
い
る
の
で
、
互

い
に
助
け
あ
い
な
が
ら
熱
意
を
持
っ
て
新
聞

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
日
時
が

不
定
な
の
で
、
兼
部
や
勉
強
と
の
両
立
は
し

や
す
い
で
す
。
文
化
部
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動

部
と
兼
部
し
て
い
る
部
員
も
い
ま
す
。


■
新
聞
部
の
魅
力
と
は 

　
新
聞
部
で
活
動
し
て
い
て
一
番
や
り
が
い

を
感
じ
る
瞬
間
は
、
や
は
り
完
成
し
た
新
聞

を
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
た
と
き
で
す

ね
。
企
画
、
取
材
、
紙
面
構
成
と
、
一
つ
の

新
聞
を
作
る
過
程
に
は
部
員
や
多
く
の
人
の

協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
少
数
精
鋭
だ
か

ら
こ
そ
、
部
員
同
士
で
活
発
に
意
見
交
換
を

行
な
っ
て
、
自
由
な
発
想
で
魅
力
的
な
新
聞

制
作
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
材
で
、
新
聞
部
が
勉
強
や
他
部

活
と
の
両
立
が
可
能
で
、
熱
意
あ
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今

後
も
、
新
聞
部
は
完
成
し
た
新
聞
の
生
徒
へ

の
配
布
や
教
室
で
の
掲
示
を
行
う
そ
う
だ
。

自
分
の
知
ら
な
い
四
日
市
高
校
の
新
た
な
一

面
を
知
る
た
め
に
も
、
一
度
発
行
さ
れ
た
新

聞
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
。


